
必読！ 安全なドライブのために

2-1

必
読
！

2. 必読！
安全なドライブのために
とくに重要な項目ですのでしっかりお読
みください。

出発の前に（お車の確認） ･･･････････････ 2-2
荷物を積むときは ･･･････････････････････ 2-4
お子さまを乗せるときは ･････････････････ 2-4
運転席に座って ･････････････････････････ 2-9
エンジンをかけるときは ･････････････････ 2-10
走行するときは ･････････････････････････ 2-11
駐車するときは ･････････････････････････ 2-16
給油するときは ･････････････････････････ 2-18
オートマチック車を運転するときは ･･･････ 2-20
パワースライドドア装備車の

正しい使いかた ･････････････････････ 2-21
SRSエアバッグ車を運転するときは ･･･････ 2-22
4WD車を運転するときは ････････････････ 2-25
ターボ車を運転するときは ･･･････････････ 2-25
こんなことにも注意して ･････････････････ 2-26
エコドライブをしましょう ･･･････････････ 2-30

安全運転が第一

お車に装備されているシートベルト、SRS エア
バッグシステム、ABS（アンチロックブレーキ
システム）などの安全装備も、乗員の安全確保
には限界があります。法定速度を厳守するとと
もに、スピードを控えめにして安全運転に心が
けてください。
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2-2

日常点検を確実に

64L20180

車の走行距離、使用状態から判断した
適切な時期に実施してください。
→　メンテナンスノート（日常点検）

こんな症状に気づいたときは

80J009

タイヤの空気圧をチェック

 定期的に点検・調整してください。
この車の指定空気圧は、運転席ドア
の開口部に貼付してある「空気圧ラ
ベル」（1）で確認できます。
→　メンテナンスノート（日常点検）

64L20010

 空気圧が不足したまま走行すると、
タイヤの両端が摩耗する原因となり
ます。また、燃費が悪くなります。

 偏平タイヤ（165/55R14 72V）は、
見た目では空気圧の不足がわかりに
くいので注意が必要です。

次のような場合は日産販売会社で点
検を受けてください。
地面に油や液の漏れたあとが残っ
ている
ブレーキ液が不足している
いつもと違うにおい、音、振動が
ある
ハンドルやブレーキを操作したと
きの感じがいつもと違う

必読！

出発の前に（お車の確認）

空気圧が極端に低いまま走行する
と、タイヤがバースト（破裂）して
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

72J20040

(1)
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2-3

バッテリ－の液面を点検する

液面が下限（2）より下にあるときは、
バッテリー補充液を上限（1）まで補給
してください。バッテリー液が不足す
ると、バッテリーの寿命を縮めるおそ
れがあります。
→　メンテナンスノート（日常点検）

80J1267

排気管も点検

80J011

排気管に穴やひび割れがないか、とき
どき点検してください。

指定空気圧を守らないと車の性能が
十分に発揮できず、次のようなこと
が起きるおそれがあり、思わぬ事故
につながったり、故障の原因となっ
たりするおそれがあります。
走行安定性が悪化する
ブレーキをかけたときの制動距離
が伸びる
ABSの場合、正確なタイヤ回転速
度が検出できなくなって正常に作
動しなくなる
4WD 車では、その性能が十分に発
揮できないばかりでなく、駆動系
部品に悪影響をあたえる

バッテリー液が不足すると、発熱や
爆発のおそれがあります。

(1)
(2)

アイドリングストップ装備車は、非
装備車に比べて高性能な専用のバッ
テリーを使用していますので、次の
ことをお守りください。守らないと
アイドリングストップが正常に作動
しなくなったり、バッテリーの寿命
が短くなったりするおそれがありま
す。
バッテリーを交換するときは、指
定のバッテリーを使用する（指定
外のものを使用しない）
→　8-2ページ（サービスデータ）

バッテリー端子から直接電気製品
の電源をとらない

排気管に漏れがあると、排気ガスが
車内に侵入して一酸化炭素中毒のお
それがあります。異常を感じたとき
は、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。
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2-4

荷物の積み過ぎは、車体や走行に悪影
響をおよぼします。

燃料や薬品が入った容器、スプレー
缶などを車内に持ち込まないでくだ
さい。引火や爆発のおそれがありま
す。

80J021

インパネの上に物を置かないでくだ
さい。運転視界をさまたげたり、発
進時や走行中に動いたりして、安全
運転のさまたげになるおそれがあり
ます。また、万一の事故で助手席
SRS エアバッグが正常に作動しな
かったり、助手席 SRS エアバッグ
がふくらんだときにとばされたりし
て、けがのおそれがあります。

80J070

荷物を積むときは

車内に荷物を積み重ねないでくださ
い。視界のさまたげになるばかりで
なく、急ブレーキで荷物が飛び出
し、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

80J022

動物を乗せるときは、動きまわらな
いように注意してください。運転の
さまたげになったり、急ブレーキの
ときなどに思わぬ事故につながった
りするおそれがあります。

いつもより慎重に安全を確保
し、スピードを控えめに安全
運転を心がけましょう。

お子さまを乗せるときは
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2-5

お子さまは後席に乗せる

51K0188

できるだけ大人が隣にすわり、お子さ
まを見守ってください。助手席に乗せ
るとお子さまの不意の動作が気になっ
たり、お子さまがいたずらしたりし
て、運転のさまたげになるおそれがあ
ります。
→　2-6 ページ（お子さま用シートの

使用について）

お子さまもシートベルトを着用

後席のお子さまが走行中にドアを開
けないように、チャイルドセーフ
ティドアロックをご使用ください。
→　3-9 ページ（チャイルドセーフ

ティドアロック）

お子さま用シートを必要としないお
子さまをやむをえず助手席に乗せる
ときは、次のことをお守りください。
・助手席をいちばん後ろに下げて

ください。助手席を前に出して
いると、助手席 SRS エアバッグ
が作動したときの強い衝撃で重
大な傷害を受けるおそれがあり
ます。

ひざの上にお子さまを抱かないでく
ださい。しっかり抱いていても、衝
突のときなどに十分に支えることが
できず、お子さまが重大な傷害を受
けるおそれがあります。

80J081

必ずシートベルトを着用させてくだ
さい。
一本のシートベルトを二人以上で使
用しないでください。
シートベルトが首やあごにかかると
きや、腰骨にかからないようなお子
さまには、チャイルドシートやジュ
ニアチャイルドシートをご使用くだ
さい。シートベルトを正しく使用し
ないと、お子さまが重大な傷害を受
けるおそれがあります。

80J082

首がすわっていないお子さま、ひと
りすわりのできないお子さまには、
乳児用チャイルドシートをご使用の
うえ、後席に乗せてください。
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2-6

シートベルトで遊ばせない

80J028

お子さま用シートの使用につ
いて

 次のようなお子さま用シートは、助
手席で使用することができません。
後席に取り付けてください。
・乳児用チャイルドシートなど後ろ

向きしか使用できないお子さま用
シート

・ジュニアチャイルドシート

 安全のため、チャイルドシートも後
席に取り付けてください。

 お子さま用シートは、お子さまの年
齢や体格に合った適切なものを選ん
でください。
→　4-10ページ（お子さま用シート

の選択について）

 助手席サンバイザーの両面には、次
の警告ラベルが貼られています。ご
使用の前に、必ずお読みください。

85K20020

※警告ラベルで使用される「チャイ
ルドシート」は、本書で使用される

「お子さま用シート」のことを表わ
します。

 この車には、次のタイプのお子さま
用シートを取り付けることができま
す。
・シートベルトで固定するタイプの

お子さま用シート
→　4-8ページ（お子さま用シート

のシートベルトによる固定）

・ISOFIXタイプのお子さま用シート
→　3-42ページ（ISOFIX対応チャ

イルドシート固定専用金具）

お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。ベルトを身体に巻き
つけるなどして遊んでいるときに、
窒息など重大な傷害を受けるおそれ
があります。万一の場合は、ハサミ
でベルトを切断してください。
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2-7

 お子さま用シートの種類によって
は、この車に正しく取り付けられな
いものがあります。使用する前に、
お子さま用シートに付属の取扱説明
書をよく読み、取り付け方法や取扱
いなどについてご確認ください。

 お子さま用シートには、日産純正品
をお勧めします。詳しくは、日産販
売会社にご相談ください。

 お子さま用シートを使用していて
も、お子さまの安全の確保には限界
があります。スピードは控えめにし
て、安全運転に心がけてください。

助手席には、乳児用チャイルドシー
トなどの後ろ向きお子さま用シート
を取り付けないでください。助手席
SRS エアバッグがふくらむと、お
子さま用シートの背面に強い衝撃が
加わり、生命にかかわる重大な傷害
を受けるおそれがあります。
やむをえず助手席にチャイルドシー
トを取り付けるときは、助手席をい
ちばん後ろに下げ、前向きに取り付
けてください。

80J027

SRSサイドエアバッグ（タイプ別装
備）が作動したときの強い衝撃で、
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。お子さまが窓から手を出したり、
ドアにもたれかかったりしないよう
にしてください。

走行する前に、お子さま用シートが
確実に固定され、ガタつき、ゆるみ
などがないことを確認してくださ
い。
お子さま用シートを取り付けたシー
トの背もたれを倒さないでくださ
い。お子さま用シートが適切に固定
されなかったり、衝突したときなど
に体がシートベルトの下に滑り込ん
だりして、重大な傷害を受けるおそ
れがあります。
万一の事故でお子さま用シートに強
い衝撃を受けた場合は、外観に異常
がなくても再使用しないでくださ
い。いざというときに性能を十分発
揮できないおそれがあります。

お子さま用シートは、使用していな
いときでもしっかりとシートに取り
付けるか、荷室に収納してください。
シートから取り外したまま客室内に
放置すると、ブレーキをかけたとき
などに乗員や物に当たるおそれがあ
ります。
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2-8

ドアやウインドーの開閉、
シートの調節は大人が行なう

お子さまの手足や首をはさまないよう
に、大人が開閉や調節を行なってくだ
さい。
→　2-21ページ（パワースライドドア

装備車の正しい使いかた）

→　3-16ページ
（スライドドアクローザー）

82K20010

窓から顔や手を出さない

82K051

車から離れるときは

パワーウインドーは、お子さまが自
分で操作しないように、ウインドー
ロックスイッチをご使用ください。
→　3-27ページ

（ウインドーロックスイッチ）

お子さまが手や顔などを出さないよ
うに注意してください。急ブレーキ
で重大な傷害を受けたり、転落した
りするおそれがあります。また、車
外の物などに当たって重大な傷害を
受けるおそれがあります。

車から離れるときは、お子さまだけ
を車内に残さないでください。
お子さまのいたずらで、車の発進
や火災などの事故を起こすおそれ
があります。
炎天下の車内は高温になり、お子さ
まが熱射病にかかるおそれがあり
ます。エアコンをつけていても、車
内にお子さまだけを残さないでく
ださい。

80J032
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2-9

お子さまを荷室に乗せない

80J1031

ハンドル、シート、ミラーの
調節は走行前に

80J014

シートベルトは正しく着用

65J106

荷室は人が乗る構造になっていませ
ん。お子さまを乗せないでください。
急ブレーキなどで思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
道路上での停車中も、お子さまを荷
室で遊ばせないでください。

運転席に座って

走行中にハンドルの調節やシートの
調節、ルームミラーやドアミラーの
調節をしないでください。ハンドル
操作を誤ったり、前方不注意となっ
たりして、思わぬ事故につながるお
それがあります。
→　3-48ページ

（チルトステアリング）
→　3-32ページ（前席シート）
→　3-45ページ（ルームミラー）
→　3-46ページ（ドアミラー）

背もたれを必要以上に倒さないでく
ださい。ヘッドレストやシートベル
トが本来の機能を発揮できません。

走行前にシートベルトを正しく着用
してください。
助手席や後席の同乗者全員にシート
ベルトを着用させてください。
→　4-2ページ（シートベルト）
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2-10

運転席の足元付近に物を置か
ない

64L20030

車に合ったフロアカーペット
を適切に使用する

64L20040

換気が悪いところでエンジン
をかけたままにしない

80J010

空き缶などを足元に放置しないでく
ださい。ペダル操作ができなくなっ
て思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

この車（年式）専用のフロアカーペッ
トを、床の上にしっかりと固定して
正しく使用してください。フロア
カーペットがずれて各ペダルと干渉
し、思わぬスピードが出たりブレー
キが効きづらくなるなど、重大な傷
害につながるおそれがあります。
→　5-43ページ

（フロアカーペット）

エンジンをかけるときは
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2-11

窓越しのエンジンスイッチ操
作はしない

71L20040

運転席にすわり、ブレーキペダルを踏
んでからエンジンを始動してくださ
い。

周囲をよく確認してから発進
する

80J025

車庫の中など、換気が悪いところで
エンジンをかけたままにすると、一
酸化炭素中毒のおそれがあります。
エンジンをかけた状態で、バックド
アを開けたままにしないでくださ
い。排気ガスが車内に侵入します。
車内で排気ガスのにおいがしたとき
は、すべての窓を全開にし、エアコ
ン、ヒーターの内外気切替えを外気
導入に切り替え、ファンを強にして
換気します。換気してもにおいが消
えないときは、すみやかに日産販売
会社で点検を受けてください。

窓越しのエンジンスイッチ操作はし
ないでください。思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
→　3-76ページ

（エンジンのかけかた）

周囲の安全をしっかりと確認してか
ら発進してください。
バックミラーだけでは後方の安全が
十分に確認できません。車を後退さ
せるときは、車からおりて自分の目
で後方を確認してください。

走行するときは
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2-12

エンジン始動直後の空ぶか
し、急加速をしない

80J064

携帯電話やカーナビゲーショ
ンなどに気を取られないで

85K2114

ハンドルの中に手を入れてス
イッチなどを操作しない

80J034

ブレーキペダルに足をのせた
まま走行しない

エンジンが暖まっていないので、暖
機が完了するまでは空ぶかしや急加
速をしないでください。エンジン故
障の原因となります。

運転者は、走行中に自動車電話や携
帯電話などを使用しないでください。
会話や電話の操作に気を取られ、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

運転者は、走行中にテレビを見た
り、カーナビゲーションやオーディ
オなどを操作したりしないでくださ
い。前方不注意で思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

ハンドル操作のさまたげになり、思
わぬ事故の原因となります。

ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブ
レーキ装置が過熱したりして、効き
が悪くなるおそれがあります。
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走行中はニュートラルにしない

80J035

こんなときどうする？

警告灯が点灯したら？
ただちに安全な場所に停車して処置
をしてください。
→　3-53ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

床下に強い衝撃を受けたら？
ただちに安全な場所に停車し、ブ
レーキ液や燃料が漏れていないか、
排気管などに異常がないか点検して
ください。異常が見つかったときは
日産販売会社にご連絡ください。

タイヤが突然パンクしたら？
ハンドルをしっかり握り、慎重にブ
レーキをかけて徐々にスピードを落
とし、安全な場所に停車してくださ
い。
→　7-2ページ（パンク）

ブレーキペダルが重く感じたら？
車には、エンジンの負圧を利用して
ブレーキペダルを踏む力を軽減する
ブレーキ倍力装置がついています。
エンジンの負圧が低下していると、
ブレーキペダルを踏んだときに重く
感じることがありますが、異常では
ありません。そのままペダルを強く
踏んでください。

長い下り坂ではエンジンブ
レーキを使用する

長 い 下 り 坂 で は エ ン ジ ン ブ レ ー キ
（※）を併用してください。アクセル
ペダルから足を離し、走行速度に合わ
せて次のようにします。

 S（スポーツ）モードスイッチを ON
にするか、セレクトレバーを  に
シフトダウンします。
→　3-81ページ

（セレクトレバーの操作）

※エンジンブレーキとは、走行中にア
クセルペダルから足をはなしたとき
に起こるブレーキ効果のことをいい
ます。エンジンブレーキは低速ギヤ
ほどよく効きます。

80J1003

緊急時以外は、走行中にセレクトレ
バーを  （ニュートラル）にしな
いでください。エンジンブレーキが
まったく効かないため、思わぬ事故
の原因となります。

N

ブレーキペダルを踏み続けると、ブ
レーキ装置が過熱してブレーキが効
かなくなるおそれがあります。

L

シフト
ダウン
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2-14

横風が強いときは

80J038

トンネルの出口や橋の上、大型トラッ
クが通り過ぎるときなどに、横風を受
けて車が横に流されることがありま
す。あわてずハンドルをしっかり握
り、徐々にスピードを落として進路を
立て直してください。

滑りやすい路面ではゆっくり
走る

80J039

水たまりを高速で通り抜けない

72J20350

水たまりを走行したあとや洗
車後はブレーキの効きを確認

72J20360

濡れた路面や凍結路、積雪路などで
は、急発進、急加速、急ブレーキ、急
ハンドル、急激なエンジンブレーキ
など「急」のつく運転はしないでく
ださい。スリップ事故につながるお
それがあります。

急発進　　
急加速　　
急ブレーキ
急ハンドル

急激なエンジンブレーキ

水たまりや濡れた路面を高速で走行
すると、タイヤと路面の間に水の膜
ができ、タイヤが浮いた状態になる
ことがあります。これをハイドロプ
レーニング現象といい、ハンドルや
ブレーキがまったく効かなくなって
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
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2-15

 周囲の安全を確かめてから低速でブ
レーキペダルを数回踏み、ブレーキ
の効きを確かめてください。

 ブレーキの効きが悪いときは、効き
が回復するまで低速で繰り返しブ
レーキペダルを軽く踏み、ブレーキ
装置のしめりを乾かしてください。

冠水した場所は走行しない

80J042

万一、冠水した場所を走行したとき
は、ブレーキの効きを確かめながら安
全な場所に停車し、日産販売会社にご
連絡ください。また、次の項目などに
ついて点検を受けてください。
 ブレーキの効き具合
 エンジン、トランスミッション、デ

ファレンシャルなどのオイル量およ
び質の変化（オイルが白濁している
場合は、水が混入していますのでオ
イル交換が必要です）

 ベアリング、ジョイント部などの潤
滑不良

スタック（立ち往生）したと
きは

 ぬかるみや砂地などで、駆動輪が空
転して脱出できなくなることをス
タックといいます。

 前進と後退を繰り返すときは、駆動
装置などが損傷するおそれがあるた
め、次のことに注意してください。
・セレクトレバーを確実に入れてか

らアクセルを軽く踏んでください。
・数回行なっても脱出できないとき

は、操作を中止してください。

 タイヤの下に石や木を入れると脱出
しやすくなります。

80J043

冠水した場所や、深い水たまりを走
行しないでください。エンスト、電
装品のショート、エンジン破損など
の原因になります。

脱出しようとする前に、周囲の安全
を十分に確認してください。勢いよ
く発進して事故を起こすおそれがあ
ります。

タイヤを高速で空転させないでくだ
さい。タイヤが異常に過熱して破損
したり、駆動装置が損傷したりする
おそれがあります。
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2-16

パーキングブレーキをしっか
りとかけて

82K003

 セレクトレバーを  に入れてくだ
さい。

 坂道で駐車するときは、次のことを
お守りください。

パーキングブレーキをしっかり
とかけ、車が動き出さないこと
を確認してください。

市販品の輪止めや石などでタイ
ヤを固定し、車が動き出さない
ようにしてください。

車を移動するときはエンジン
をかけて

エンジンをかけたまま仮眠し
ない

72J20400

(1) パーキングブレーキ

急な坂道には駐車しないでください。
無人で車が動き出すなど、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

駐車するときは

(1)

P

1

2

坂道を利用して惰性で車を移動しな
いでください。ハンドルをまわすと
きやブレーキペダルを踏むときに強
い力が必要となって、思わぬ事故を
起こすおそれがあります。

周囲の状況や風向きで排気ガスが車
内に侵入し、一酸化炭素中毒のおそ
れがあります。
無意識にセレクトレバーを動かした
り、アクセルペダルを踏み込んだり
して、思わぬ事故を起こすおそれが
あります。
無意識にアクセルペダルを踏み続け
ると、エンジンや排気管が過熱して
火災のおそれがあります。
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2-17

燃えやすい物の近くに駐車し
ない

80J046

車から離れるときはエンジン
を止めてドアを施錠

80J3093

少しの間でも車から離れるときは、現
金や貴重品を車内に放置しないでくだ
さい。盗難のおそれがあります。

ハンドルをいっぱいにまわし
た状態を長く続けない

72J20430

車内にパソコンや携帯電話な
どを放置しない

盗難にあったり、水分や湿気または温
度変化などにより故障したりするおそ
れがあります。

枯れ草、紙くず、ベニヤ板などの可燃
物の近くに車を止めないでください。
排気管や排気ガスが高温になるため、
火災のおそれがあります。

エンジンをかけたまま車から離れな
いでください。火災や盗難など思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

駐車するときや車庫入れのとき、ハ
ンドルをいっぱいにまわして力をか
けた状態を長く続けないでください。
パワーステアリング装置が損傷する
原因となります。

000- 取扱説明書 .book  17 ページ  ２０１２年５月１５日　火曜日　午後１２時２分



2. 必読！ 安全なドライブのために

必
読
！

2-18

ライターやメガネなどを放置
しない

80J1004

→　3-31ページ（燃料給油口）

火気に気をつけて

80J020

セルフスタンドで給油すると
きは

炎天下で駐車するときは、車内にラ
イターやスプレー缶、プラスチック
製品（メガネやカード、CD ケース
など）や炭酸飲料缶を放置しないで
ください。車内が高温になるため、
ライターやスプレー缶の自然発火や
爆発による火災、メガネやカード、
CD ケースなどの変形やひび割れ、
炭酸飲料缶の破裂を起こすおそれが
あります。
操作部が露出しているライターやス
プレー缶をグローブボックスや小物
入れなどに入れたり、床やシートの
すき間に落としたままにしたりしな
いでください。荷物を押し込んだと
きやシートを動かしたときに、ガス
が噴出して火災につながるおそれが
あります。

必ず次のことをお守りください。
エンジンを止めてください。
給油中はドアや窓を閉めてくださ
い。
ガソリンは引火性が高いため、タ
バコなどの火気は厳禁です。

セルフスタンドで給油するときは必
ず次のことをお守りください。
フューエルキャップを開ける前
に、車体または給油機の金属部分
に手を触れて、身体の静電気（※）
を除去してください。身体に静電
気を帯びていると、放電による火
花で燃料に引火し、やけどのおそ
れがあります。
また、給油中は車内にもどらない
でください。再び帯電するおそれ
があります。

給油するときは

000- 取扱説明書 .book  18 ページ  ２０１２年５月１５日　火曜日　午後１２時２分



2. 必読！ 安全なドライブのために

必
読
！

2-19

無鉛ガソリン以外は使用しない

給油口には、静電気除去を行なった
方以外の人を近づけないでくださ
い。
※空気が乾燥すると、身体に多くの

静電気が帯電します。また、かさ
ね着をすると、繊維の摩擦により
静電気が発生します。とくに乾燥
する季節は注意してください。

フューエルキャップはゆっくりとゆ
るめ、空気が抜ける音が止まったら
キャップを開けます。急に開けると
燃料タンク内の圧力が急激に抜け、
燃料が吹き出すおそれがあります。
給油口に給油ノズルを止まるところ
まで確実に差し込んでください。ノ
ズルを確実に差し込まないと、燃料
が吹きこぼれるおそれがあります。
給油ノズルのレバーを止まるところ
まで確実に引いてください。
給油ノズルの自動停止（オートス
トップ）機能が作動したら、給油を
終了してください。自動停止後に継
ぎ足し給油をすると、燃料があふれ
出るおそれがあります。

80J1005

※給油機によっては、早期に自動停
止機能が作動して給油できない
場合があります。スタンド従業
員の指示に従ってください。

継ぎ足し
給油禁止

燃料をこぼさないようにしてくださ
い。こぼれた場合は、ただちに柔ら
かい布などでふき取ってください。
火災など思わぬ事故につながるおそ
れがあります。また、そのまま放置
すると、塗装のしみ、変色、ひび割
れの原因となります。
給油後は、給油ノズルを確実にもと
の位置にもどし、フューエルキャッ
プをしっかりと閉めてください。
キャップが確実に閉まっていない
と、燃料が漏れたり、火災が発生し
たりするおそれがあります。
燃料は人体に有害な物質を含んでい
ます。気化した燃料を吸い込まない
でください。
その他、スタンドに掲示されている
注意事項をお守りください。

有鉛ガソリンや粗悪ガソリン、その
他の燃料（アルコール系、軽油な
ど）を使用すると、エンジンや燃料
配管系などに悪影響をおよぼします。
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オートマチック車には特有の操作上の
注意があります。3-81ページの「オー
トマチック車」もあわせてお読みいた
だき、正しい取扱いをしてください。

※本書で「オートマチック車」と記載さ
れている場合、「CVT車」を示してい
ます。

クリープ現象に注意して

エンジンをかけて停車しているとき、
セレクトレバーが   以外に入って
いると、アクセルペダルを踏まなくて
も車がゆっくり動きます。これをク
リープ現象といいます。

（リバース）ポジション
警告ブザー

セレクトレバーを  に入れると室内
で警告ブザーが鳴り、セレクトレバー
が  に入っていることを運転者に知
らせます。

ペダルの踏み間違いに注意

ペダルの踏み間違いを防ぐため、エン
ジンをかける前にアクセルペダルとブ
レーキペダルを実際に足で踏んで、位
置を確認してください。

ブレーキペダルは右足で踏む

82K004

左足では適切なブレーキ操作ができま
せん。ブレーキペダルは右足で踏む習
慣をつけてください。

セレクトレバーを   以外に入
れているときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んでください。
エンジン始動直後やエアコン作動時
は、クリープ現象が強くなることが
あります。とくにしっかりブレーキ
ペダルを踏んでください。

CVT車もクリープ現象があります。

オートマチック車を
運転するときは

P N

P N

R

R

R

（リバース）ポジション警告ブ
ザーは、車外の人に車の後退を知ら
せるためのものではありません。

アクセルペダルとブレーキペダルを
踏み間違えると、思わぬ事故につな
がります。

(1) パーキングブレーキ
(2) ブレーキペダル
(3) アクセルペダル

R

(1) (2)

(3)
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セレクトレバーを操作すると
きは

 前進と後退を繰り返すときなどは、
セレクトレバーを  に入れたこと
を忘れることがあります。車を後退
させたあとは、すぐに  から 
に入れる習慣をつけてください。

 切り返しなどで前進と後退を繰り返
すときは、完全に停車してからセレ
クトレバーを操作してください。

セレクトレバーの位置は目で
確認

始動時や降車時は  、前進時は  、
後退時は  にあることを目で確認し
てください。

車から離れるときは

82K311

3-16ページの「パワースライドドア」
もあわせてお読みいただき、パワース
ライドドア装備車の特性や操作上の注
意を十分理解して正しい取扱いをして
ください。

パワースライドドアとは

パワースライドドアは、ドアハンド
ル、運転席にあるスイッチ、または携
帯リモコンの操作により、自動開閉が
可能です。

 自動開閉中は、周囲に注意をうなが
す ため、警告 ブザ ーが“ピ ッピ ッ
ピッ”と断続的に鳴り続けます。

 パワースライドドアには、スライド
ドアクローザー機能があります。
→　3-16ページ

（スライドドアクローザー）

 パワースライドドアには、自動開閉
するときの安全装置として、はさみ
込み防止機構があります。
→　3-22ページ

（はさみ込み防止機構）

アクセルペダルを踏んだままでセレ
クトレバーを操作しないでください。
急発進して事故を起こすおそれがあ
ります。

R

R N

P D
R

エンジンをかけたまま車から離れな
いでください。万一、セレクトレバー
が  以外に入っていると、車がひ
とりでに動き出すおそれがあります。
また、車に乗り込むときに誤ってセ
レクトレバーを動かしたりアクセル
ペダルを踏み込んだりして、思わぬ
急発進のおそれがあります。

P

パワースライドドア装備車
の正しい使いかた
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パワースライドドアを開閉す
るときは

SRS エアバッグシステムの効果を発揮
させるために、4-15 ページの「SRS
エアバッグ」もあわせてお読みいただ
き、正しい取扱いをしてください。

パワースライドドアを開けるとき
は、後席窓から手や頭などの身体を
出さないでください。身体をはさま
れ、重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

82K20020

パワースライドドアの開閉は、車外
および車内のスライドドア周囲の安
全を十分に確認してから行なってく
ださい。ドアに手足や頭などの身体
をはさまれ、重大な傷害を受けるお
それがあります。

82K045

パワースライドドアの開閉はお子さ
まではなく大人が行ない、身体をは
さまないように気をつけてくださ
い。

82K002

パワースライドドアは、走行中に
自動開閉できないようになってい
ますが、次の条件をみたすと自動
開閉する場合があります。完全に
停車したことを確認してから操作
してください。車が動いていると
きの開閉は、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
・車速が約3 km/h以下
・パーキングブレーキがかかって

いるか、ブレーキペダルを踏ん
でいる

後輪のタイヤ交換などをするとき
は、安全のため、パワースライドド
アメインスイッチを  にしてく
ださい。誤って自動開閉してしまっ
た場合、手などの身体をはさまれ、
けがのおそれがあります。
→　3-18 ページ（パワースライド

ドアメインスイッチ）

OFF

SRSエアバッグ車を
運転するときは
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2-23

シートベルトは必ず着用

65J106

着座姿勢

瞬時にふくらむ運転席・助手席 SRS エ
アバッグにより強い衝撃を受けるおそ
れがあるため、運転者および助手席の
同乗者は、シートに奥深くすわり、背も
たれに背中を軽くつけてください。ま
た、シートを前方に出し過ぎないよう
にシートの位置を調節してください。

80J014

80J061

SRSエアバッグシステムは、シート
ベルトに代わるものではありませ
ん。シートベルトと併用すること
で、その効果を発揮するシートベル
トの補助拘束装置です。したがって
SRSエアバッグシステムが装備され
ている車であっても、シートベルト
を必ず着用してください。

ハンドルやインパネに、顔や胸など
を近づけたり、足を置いたりしない
でください。SRS エアバッグが作
動したときの強い衝撃で、重大な傷
害を受けるおそれがあります。
SRSサイドエアバッグ（タイプ別装
備）が作動したときの強い衝撃で、
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。前席に乗るときは、窓から手を
出したり、ドアにもたれかかったり
しないでください。また、後席に乗
るときは、前席の背もたれを抱えな
いでください。
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2-24

SRS エアバッグシステムを
正常に機能させるために

66K20540

80J063

お子さま用シートの取付け

→　2-6 ページ（お子さま用シートの使
用について）

→　4-10ページ（お子さま用シートの
選択について）

ハンドルを交換する、ハンドルの
パッド部にステッカーを貼る、色を
ぬる、カバーでおおうなどの改造を
しないでください。
インパネ上面には、ステッカーを
貼ったり色をぬったりしないでくだ
さい。また、アクセサリーや芳香
剤、ETC 車載器やポータブルカー
ナビなどを取り付けたり置いたり、
傘などを立てかけたりしないでくだ
さい。
フロントガラスやルームミラーにア
クセサリー（日産純正用品を除く）な
どを取り付けないでください。
SRSサイドエアバッグ装備車の場
合、前席にシートカバーを取り付け
るときは、専用の日産純正シートカ
バーを使用してください。純正の専
用品以外の物を使用すると、SRSサ
イドエアバッグが正常に作動しなく
なり、重大な傷害につながるおそれ
があります。

SRSサイドエアバッグ（タイプ別
装備）が作動したときに、物が飛
散したり正常にふくらまなくなった
りして、重大な傷害につながるおそ
れがあります。前席ドア付近にカッ
プホルダーやハンガーなどのアクセ
サリー用品を取り付けたり、傘など
を立てかけたりしないでください。
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2-25

4WD車には特有の操作上の注意があり
ます。正しい取扱いをしてください。

路面の状況に注意して走行する

80J042

ターボ車には特有の操作上の注意があ
ります。正しい取扱いをしてください。

ターボとは

エンジンに多量の空気を送り込んで、
より大きな馬力を引き出す精密装置で
す。
ターボ装置には高温で超高速回転する
羽根が取り付けられており、その軸受
け部をエンジンオイルで潤滑・冷却し
ています。

4WD車は、雪道、急坂路、砂地、ぬ
かるみなどのタイヤがスリップしや
すい路面で優れた走行性能を発揮し
ますが、万能ではありません。また、
オフロード（不整地）、ラリー専用車
ではありません。次のことをお守り
ください。
砂地やぬかるみなど、タイヤが空
転しやすいところでは連続走行し
ないでください。
ブレーキ性能は2WD車と比べてほ
とんど差がありません。滑りやすい
路面での走行には十分車間距離を
とってください。アクセル、ハンド
ル、ブレーキの操作も、2WD車と
同様に慎重に行なってください。
渡河走行や水中走行をしないでく
ださい。

4WD車を運転するときは

ターボ装置の潤滑や冷却を適切に行
なうために、次のことをお守りくだ
さい。守らないと、ターボ軸受部の
固着や異音の原因となります。
エンジン始動直後などのエンジン
が暖まっていないときは、空ぶか
しや急加速をしないでください。

82K006

高速走行、登坂走行直後は、すぐ
にエンジンを止めないでくださ
い。高速走行直後は約1分、登坂走
行直後は約2分のアイドリング運転
をしてターボ装置を冷やしてか
ら、エンジンを止めてください。
エンジンオイル、オイルフィルター
は定期的に交換してください。
→　2-29 ページ（エンジンオイル

を交換するときは）

ターボ車を運転するときは
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2-26

マッチ、タバコの火は確実に
消す

80J067

外装部品に力をかけすぎない

段差などに注意して

マッチ、タバコの火は確実に消し、
吸いがらを入れた灰皿（別売り）は
完全に閉めてください。
灰皿（別売り）の中に吸いがらをた
め過ぎたり、紙など燃えやすい物を
入れたりしないでください。

こんなことにも注意して

スポイラー、リヤバンパー、サイドス
カートなどに強い力をかけないでく
ださい。破損するおそれがあります。

次のような場合は、バンパーまたは
車両下部が破損するおそれがありま
す。十分注意してください。
路肩など段差がある場所への乗り
入れ
わだちやくぼみなどがある道路の
走行
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2-27

植込み型心臓ペースメーカーなどをご使用の方へ

82K20030

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）を使用している方
は、プッシュエンジンスターター装備車の各発信機（下図参照）から約 22 cm
以内の範囲に、植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）が
近づかないようにしてください。電波が植込み型心臓ペースメーカーおよび植込
み型除細動器（ICD）の作動に影響をあたえるおそれがあります。
植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）以外の医療用電気
機器を使用している方は、プッシュエンジンスターター装備車の電波が医療用電
気機器の作動に影響をあたえる場合があるため、医療用電気機器製造業者などへ
影響を確認してください。
詳しくは、日産販売会社にお問い合わせください。

(1) 前席ドア車外発信機（※イラストは運転席ドア側）
(2) 車室内発信機
(3) 荷室発信機
(4) バックドア車外発信機

(1)

(4)

(2)

(3)
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2-28

不正改造はしない

80J065

部品の取付け、取外し、修理
をするときは

この車に適さない部品を取り付けた
り、自己流のエンジン調整や配線を
したりしないでください。思いがけ
ない火災や事故を起こしたり、不正
改造になったりすることがありま
す。
無線機、オーディオ、ETC車載器な
どの電気製品の取付け、取外しをす
るときは、日産販売会社にご相談く
ださい。また、バッテリー端子から
直接電気製品の電源をとったり、
アース線を直接つなげたりしないで
ください。電子部品の働きをさまた
げたり、火災、故障、バッテリーあ
がりなどを起こしたりするおそれが
あります。
ホイール、ホイールナットは指定の
日産純正品以外を使用しないでくだ
さい。走行中にナットがゆるんでホ
イールが外れるなど、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。また、
燃費や走行安定性が悪化したり、故
障の原因となったりします。

キセノンヘッドランプ装備車では、
次のような改造をするとオートレベ
ライザー（自動光軸調整機能）が正
常に作動しなくなるおそれがありま
す。
サスペンションの改造（車高やサ
スペンションの硬さ変更）
指定サイズ以外のタイヤやホイー
ルの装着

SRSエアバッグ、シートベルトプリ
テンショナーは、その機能に影響を
あたえる部品に手を加えると、思い
がけないときに作動したり、必要な
ときに正常に作動しなかったりする
ことがあります。
次のような場合は、システムに悪影
響をおよぼします。事前に日産販売
会社にご相談ください。
ハンドルの取外し、ハンドルまわ
りの修理など
インパネまわり、前席シート下の
修理および電気配線の修理
オーディオ用品などの取付け
ダッシュボード周辺の板金塗装お
よび修理
前席シートの交換およびシートま
わりの修理
センターピラーまわりの修理
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2-29

アクセサリーの取付けに気を
つけて

80J069

エンジンオイルを交換すると
きは

■ 定期的に交換する
 標準的な使用方法では、エンジンオイ

ルは10,000 km（ターボ車は5,000
km）ごと、または 6 か月ごとのどち
らか早い方で交換し、エンジンオイル
フィルターは10,000 kmごとに交換
してください。

 指定のエンジンオイルを使ってくだ
さい。
→　8-1ページ（サービスデータ）

 厳しい条件（シビアコンディショ
ン）で使用した場合は、標準的な場
合より早めの交換が必要です。
→　メンテナンスノート

■ エンジンオイルの粘度
次の表に従って、外気温に適した粘度
のものを使ってください。

82K396

窓ガラスにアクセサリーを取り付け
ないでください。アクセサリーや吸
盤が視界をさまたげたり、吸盤がレ
ンズの働きをして火災を起こしたり
するおそれがあります。また、SRS
エアバッグが作動したときに、アク
セサリーがとんでけがのおそれがあ
ります。

交換時期を守ってください。劣化し
たオイルや目詰まりしたフィルター
は、エンジン故障や異音の原因とな
ります。交換については、日産販売
会社へお申し付けください。

0W-20は最も省燃費性に優れたオイ
ルです。（ターボなし車）

外気温(℃)
-30 -20 -10 0 10 20 30

SAE 5W-30

SAE 0W-20（ターボなし車）
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2-30

→　3-62ページ
（ECOインジケーター）

タイヤの空気圧を適正に

 タイヤの空気圧が低いとガソリンを
多く消費します。適正な空気圧にし
てください。

 この車の指定空気圧は、運転席ドア
の開口部に貼付してある「空気圧ラ
ベル」（1）で確認のうえ、調整し
てください。

64L20010

不要な荷物は積まない

燃費が悪化したりタイヤが早く摩耗し
たりするなど、車に悪影響がありま
す。

暖機運転は適切に

長期間、お車を使用しなかったときや
極低温のときは、数十秒の暖機運転を
行なってから走行を開始してくださ
い。それ以外の場合はエコドライブの
ため、エンジンを始動したら、すみや
かに走行を開始してください。

急発進、急加速、急ブレーキ
など「急」のつく運転はしない

80J259

エコドライブをしましょう

(1)
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2-31

空ぶかしをしない

80J064

燃料を消費するだけで、何の効果もあ
りません。

車速に応じたギヤで走行する

低速ギヤを使って高いエンジン回転で
走行すると燃費が悪くなります。走行
速度に応じた正しいギヤをお使いくだ
さい。
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